
15 2013年 (平成 25年 )9月 28日 (I土 ) 長 野 市 民 新 聞

な
ど
を
目
指
す
千
曲
市
新
田
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
エ
リ

ア
ネ
ッ
ト
更
埴
」
（中
澤
聖
子
理
事
長
）
は
、
市
内

の
見
ど
こ
ろ
や
温
泉
施
設
な
ど
の
観
光
情
報
と
、
行

政

・
医
療
機
関
の
情
報
な
ど
住
民
向
け
の
生
活
情
報

を
集
約
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（多
機
能
携
帯
電
話
）

用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（ア
プ
リ

・
応
用
ソ
フ
ト
）

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
中
に
完
成
さ
せ
、

来
年
１
月
か
ら
の
本
格
運
用
を
目
指
す
。

開
発
は
、
同
法
人
の
メ
　
田
昭
雄
市
長
と
面
談
し
た

ン
バ
ー
が
昨
年
１２
月
に
岡
　
際
に
、
観
光
誘
客
や
市
民

っ
か
け
。
８
月
に
京
都
府

の
専
門
業
者
に
依
頼
し
て

本

格
的

に
取
り
掛

か

っ

来年 1月 連
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リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
市
の

一
体
感
を
高
め
る
手
助

け
に
な
れ
ば
い
い
」
と

話
し
て
い
る
。
Ｏ

エ
リ

ア
ネ

ッ
ト
更
埴

（
〓
２

７
２

ｏ
７
７
７
２
）
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バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手

に

開
発
中

の
ア
プ

リ
を

ア

ピ
＝
ル
す
る
中
澤
理
事

長

岸
″
・２
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（
月
～
金

・
夜
６
時

～
）長

野
市
民
新
間
の

コ
ー
ナ
ー
も
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第40口北信地区高機演劇含同発表会

放送日程

9月 28日 (土 )、 29日 (日 )

◆長野南高校演劇部
「ハイ・ホー」

午前10時～、年後9時～

◆屋代高校演慮1班

「舞台監督」
午前 11時～、年後 10時～

ケーブルネッ ト千由

地上 1 2 1ch(リ モコン12彗 )

卜千曲
FAX272‐4897

地上 12

屋
代
高
校
付
属
中
学
校

２
年
生
の
辻
美
希
さ
ん
と

町
田
晴
香
さ
ん
は
２５
ヽ

２６

啓発グッズ作りなど

防犯協会で職場体験

‖

の
２
日
間
、
篠
ノ
丼
小
森

の
長
野
南
防
犯
協
会
連
合

会
で
職
場
体
験
学
習
を
行

長野南 防犯協会連合会 の担
を作 る辻 さん (左)と 町 田

屋代高付属中の女子生徒

長 野 広 域

(土曜日掲載 )

当 者 の 指 導 で チ ラ シ

さん

っ
た
。
母
親
と

一
緒
に
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
い
た
辻
さ
ん
が
活
動

に
興
味
を
持
ち
、
同
連
合

会
に
体
験
学
習
を
直
接
申

し
込
ん
だ
。
同
連
合
会
が

体
験
学
習
を
受
け
入
れ
る

の
は
初
め
て
。

２
人
は
初
日
、
県
内
で

増
加
傾
向
の
特
殊
詐
欺
被

害
の
防
止
を
呼
び
掛
け
る

チ
ラ
シ
と
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ

ュ
を
ホ
チ
キ
ス
で
丁

寧
に
留
め
、
街
頭
配
布
用

に
１
６
０
０
セ
ッ
ト
作

っ

た
。
翌
日
は
篠
ノ
丼
御
幣

川
の
ス
ー
パ
ー
で
防
犯
を

呼
び
掛
け
る
啓
発
グ

ッ
ズ

を
買
い
物
客
ら
に
手
渡
し

た
。チ

ラ
シ
作
り
を
終
難
た

辻
さ
ん
は

「多
く
の
人
に

内
容
を
見

て
も
ら

っ
て

防
犯
意
識
を
高
め
て
ほ
し

い
」
。
将
来
は
保
安
関
係

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
い

う
町
田
さ
ん
は

「単
純
作

業
で
、
チ
ラ
シ
の
量
も
多

く
て
大
変
だ

っ
た
け
ど
い

い
経
験
に
な

っ
た
」
と
感

想
を
話
し
た
。

同
連
合
会
の
堀
佐
知
子

さ
ん
は

「防
犯
活
動
が
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

で
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と

を
学
び
、
今
後
の
進
路
に

生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
た
。

補
正
な
ど
２０
議
案
可
決

千
曲
市
議
会
９
月
定
例

会
は
２４
日
、
市
側
が
提
出

し
た
市
職
員
の
給
与
を
月

額
平
均
４

ｏ
４
晰
減
額
す

る
関
連
条
例
の
改
正
案
を

は
じ
め
、
総
額
３
億
３
５

１
０
万
円
を
追
加
す
る
２

０
１
３

（
平
成
２５
）
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な

ど
追
加
議
案
を
含
む
２０
議

案
を
原
案
通
り
可
決
し
て

閉
会
し
た
。
こ
の
ほ
か
請

願
６
件
を
採
択
し
た
。

追
加
議
案
は
、
８
月
２３

日
の
豪
雨
に
よ

っ
て
崩
落

し
た
煉
捨
地
区
の
棚
田
の

の
り
面
と
、
漆
原
地
区
の

用
水
路
壁
面
の
復
旧
費
と

し

て
５
０
０
万

円
を
盛

っ
た

一
般
会
計
補
正
予
算

と
、
市
内
の
業
者
と
約
３

億
５
８
０
万
円
で
締
結
し

た
市
立
上
山
田
保
育
園
の

園
舎
建
築
主
体
工
事
請
負

契
約
の
２
件
。

‐２
年
度
の

一
般
会
計
や

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
な
ど
も
原
案
通
り
認

定
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
岡

田
昭
雄

市

長

は
、

９

月

‐６
日
に
最
接
近
し
た
台
風

‐８
号
に
関
す
る
市
内
の
被

害
状

況
と
対
策

に

つ
い

て
報
告
し
た
ほ
か
、
千
曲

市
誕
生
１０
周
年
か
ら
最
初

の
議
会
だ

っ
た
こ
と
に
触

０

１
」
ゞ
一」

れ

「千
曲
市
の
１０
年
、

２０

年
後
の
未
来
予
想
図
を
描

き
、
実
現
の
た
め
に
情
熱

と
ス
ピ
ー
ド
感
、
実
行
力

を
持

っ
て
新
た
な

一
歩
を

踏
み
出
し
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

閉 市

会 が

ia貢

__111

ケーブルネッ
丁EL272-1660

◆
研
究
集
会

「稲
荷
山

の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

に
学
ぶ
地
域
づ
く
り
」

▽
町
並
み
見
学
会

２８

日
午
前
１０
時
４５
分
に
Ｊ
Ｒ

篠

ノ
井
線
嫉

捨
駅
を
出

発
。
千
曲
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
矢
島
宏
雄
所
長
の

案
内
で
煉
捨
の
棚
田
や
桑

原
地
区
を
見
学
し
た
後
、

稲
荷
山
ま
ち
並
み
委
員
会

の
高
村
隆
徳
さ
ん
の
案
内

で
稲
荷
山
地
区
を
見
学
す

る
。
参
加
費
千
円
。

▽
シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム
ー

２８
日
午
後
５
時
３０
分
～

８
時
、
稲
荷
山
の
ホ
テ
ル

杏
泉
閣
で
。
町
づ
く
り
に

携
わ
る
２
人
の
報
告
を
聴

く
。
参
加
費
千
円
。

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ

・

地
域
間
交
流
会
　
２９
日
午

前
１０
時
～
午
後
３
時
、
稲

荷
山
公
民
館
講
堂
で
。
地

域
住
民
と
有
識
者
が
意
見

交
換
な
ど
を
行
う
。
参
加

費
千
円
。

Ｏ
稲
荷
山
ま
ち
並
み
委

員
会
の
高
村
さ
ん

（
〓
０

９
０

ｏ
９
６
６
６

ｏ
０
８

５
２
）
。

◇
お
こ
と
わ
り

「ご

注
意
リ
ン
リ
ン
」
は
休
み

ま
し
た
。
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